
 
 

令和４年度 FD・SD 講演会 実施報告書 

 

１ 日  時    令和５年２月１３日（月）１４時００分～１５時３０分 

 

２ 開催方法    オンライン(Zoom) 

 

３ 内  容    多様化する障害学生の支援について 

        (講師)筑波大学 ヒューマンエンパワーメント推進局 

   中野 泰伺 助教 

 

４ 参加者数    ９２名（教員５４名、職員３８名） 

 

５ アンケート結果 （略） 

 

６ 今後の課題等 

 障害学生の支援について、昨今の社会状況や、筑波大学の先端的な取り組み事例を紹介いただ

き、学生の個別の状況に対して本学ではどのような配慮ができるか、教職員が考える機会とな

った。 

 日頃学生と直接関わる機会が多い教職員からは、多様化する学生の障害に対してどのような配

慮をするべきか悩みを抱えているという声が、アンケートや質疑応答の中で寄せられた。障害

学生に対しては、指導教員や所属の研究科に留まらず、全学的に情報を共有し、サポートして

いく必要があり、FD・SD 講演会等を通じ、今後も継続して教職員が学ぶことのできる場が必要

である。 

（講演会の様子） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


